
平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

平成29年
3月期

77,432 81,70286,634
79,196

平成25年
3月期

63,043

■ 売上高（単位：億円）

業績の推移〉〉〉

売上高は７兆9,196億円と前期比3.1%の減収、
営業利益は1,466億円と前期比4.5%の増益と
なりました。
親会社株主に帰属する当期純利益は
前期比1,463億円増益の1,025億円となり、
過去最高益を更新しました。

当連結会計年度業績

主に石油製品等の取扱い増加により、機械・エネルギー・
プラントプロジェクト本部を中心に増加した一方、円高
による為替影響等により減収となり、前期比2,506億円
減少の7兆9,196億円となりました。

売 上 高 7兆9,196億円

※なお、当社グループは平成29年3月期の有価証券報告書における連結財務諸表から、国際会計基準（IFRS）を任意適用いたします。
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平成25年
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平成25年
3月期

44

平成25年
3月期

675674

1,466

1,025

■ 営業利益（単位：億円）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益（単位：億円）

■ 1株当たりの配当金（単位：円）

売上高の減少に伴い売上総利益が減少したものの、為替
影響やのれん償却費等販売費及び一般管理費の減少によ
り、前期比64億円増加の1,466億円となりました。

営 業 利 益 1,466億円

当期末の配当金につきましては、１株につき39円を予定
しております。これにより、中間配当金（１株当たり31
円）と合わせた年間配当金は、前期比8円増配の１株当
たり70円となります。

1株当たりの配当金 70円

主に持分法による投資損益や特別損益の良化、ならびに
連結納税制度の適用を前提とした会計処理による税金費
用の減少等により、前期比1,463億円増加の1,025億円
となりました。

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,025億円
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